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 後期高齢者から差し押さえ！ 
        ― ２０１０年度は ８７件 ― 

      
北海道後期高齢者医療広域連合で、2010 年度、87 件の差し押さえがあ

ったことがわかりました。また、2010 年度（2011.6.1 現在）分の保険料

滞納被保険者数は 7738 人、滞納繰越額は金額 348,633,292 円でした。2008
年度、2009 年度分を含めた滞納繰越額合計は 661,365,693 円です。 

後期高齢者医療制度の保険料は、年金から天引きされますが、年額１８

万円未満の年金を受給している方などは年金から天引きされません。保険

料を滞納している方の内訳はわかりませんが、こうした低所得者の方から

差し押さえている可能性もあります。道社保協としても、今後広域連合と

懇談を申し入れる予定です。 
第 2 回後期高齢者医療広域連合議会は１１月２５日 
広域連合の第 2 回議会は、11 月 25 日（金）午後 1 時から（国保会館）行われます。今回の議題は 2010 年

度の決算などです。差し押さえや来年度の保険料の動向なども話し合われると思います。可能な方は傍聴を。 
 
 

函館市へ国保改善要請、１１人で集団減免申請  
  

 函館民主商工会は、１１月１７日（木）、函館市長に対して、今年度３回目となる「国民健康保険料の軽減を求め

る陳情書」を提出、会員１１名が国民健康保険料の減免申請書を提出しました。 
冒頭に谷地会長が、「私たち中小業者は、地域の経済的・社会的役割を担っている。これからも商売を通し

て貢献するために、あまりにも負担が大きすぎる国保料を軽減してほしい」と要望、応対した横田国保年金課

長に陳情書を手渡しました。その後、筑田事務局長が、

陳情の趣旨を説明、参加者からは、「売り上げが激減し、

借り入れで何とかしのいでいる。減免を認めて」と切実

な声が出されました。 
今回の陳情は、①現在の国保料は高すぎて払えない。

保険料の軽減のために、一般会計からの繰入金を投入し

てほしい、②現在の減免制度は、災害や生活保護の受給

事由にしか適用されない。制度を見直して、生活が困難

な人にも適用できる制度にしてほしい、③国保料を払え

ない加入者の実情に応じ、「生活ができる」事を最優先

として、分割納付を推進し、非情な滞納整理をしない事を求めています。 
この行動には、日本共産党・紺谷市議会議員と古岡道政対策委員長、函館社保協の畑中事務局次長が同席しました。 

 

 

社会保障・税一体改革公開シンポジウム（内閣主催） 
１２月９日 札幌でも開催 参加者募集中 参加しましょう！ 
 
と き １２月９日（金）13:30～16:00 ところ 北海道ポールスター札幌 

ホームページより「このシンポジウムでは、政府の取組みを分かりやすく紹介するとともに、有識者や 
専門家のご意見、会場参加者のご疑問やご意見を伺いながら、社会保障と税の一体改革についてともに 
考えていきます。皆さまのご参加をお待ちしています」 
詳しい参加申し込みは、http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/syakaihosyou/symposium/moushikomi.html 


